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令和７年度当初予算の状況（歳出の概要）
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性質別の内訳は、人件費、公債費、扶助費の義務的な経費が47.4%と半分を占めています。また、普通

建設事業費、災害復旧事業費の投資的経費が21.0%を占めています。

義務的経費

2,236 
47.4%

投資的経費

990 
21.0%

その他の経費

1,494 
31.7%

人件費

1,244 
26.4%

公債費

558 
11.8%

扶助費

433 
9.2%

普通建設事業費

910 
19.3%

災害復旧

事業費

80 
1.7%

補助費等

992 
21.0%

貸付金

95 
2.0%

その他

407 
8.6%

総額
4,720億円

（単位：億円）

令和７年度当初予算 歳出構成内訳（性質別）

（注）計数については、それぞれ四捨五入によっているため、合計等と一致しないものがある。



県債残高の推移（普通会計）
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県債は、道路や河川などの整備のように、その受益が将来に及び、後年度の県民にもその負担を求めることが適当

な事業を行う場合や、災害復旧など臨時に多額の財源を必要とする場合に認められる県の借金です。

通常県債の残高は、公共事業費の減少、財政健全化のための県債の繰上償還により、平成15年度から減少傾向に

あります。また、地方交付税の振替である臨時財政対策債を合わせた令和７年度の残高は、8,500億円程度となってい

ます。
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(注) H12～R５は決算額、R６、R７は見込額

臨時財政対策債

通 常 県 債

国土強靱化のための県債



財政健全化法における健全化判断比率等

3

 いずれの指標も早期健全化基準に該当しない状況です。

① 実質赤字比率 ―％ 注）実質赤字なし ② 連結実質赤字比率 ―％ 注）実質赤字・資金不足なし

一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率 全会計を対象とした実質赤字（又は資金の不足額）の標準財政規模に対
する比率

③ 実質公債費比率

一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政
規模に対する比率

④ 将来負担比率

一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率

【基準】
早期健全化基準 ３．７５％、 財政再生基準 ５％

【基準】
早期健全化基準 ８．７５％、 財政再生基準 １５％

【基準】
早期健全化基準 ２５％、 財政再生基準 ３５％

【基準】
早期健全化基準 ４００％
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③ 実質公債費比率の推移
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④ 将来負担比率の推移（％）（％）


